
市政　窓の

鹿
狩
御
用

吉
田
を
歩
く

　
「
千
葉
県
宗
教
法
人
名
簿
」

に
登
録
さ
れ
た
市
内
の
神
社

66
社
の
う
ち
、
10
社
ほ
ど
が

和
歌
山
県
熊
野
三
山
神
社
と

ゆ
か
り
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
１
社
が
吉
田

地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
熊

野
神
社
で
、
吉
田
小
学
校
や

旧
吉
田
中
学
校
に
隣
接
し
、

筆
者
に
も
な
じ
み
深
い
鎮
守

で
す
。

　

木
造
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
石

畳
の
参
道
を
進
む
と
、
石い

し

灯ど
う

籠ろ
う

、
手

ち
ょ
う

水ず

舎し
ゃ

、
拝
殿
、
本
殿

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
社

殿
に
向
か
っ
て
右
側
に
立
つ

石
灯
籠
に
つ
い
て
で
す
。

　

正
面
に
「
奉
建
立　

熊
野

三
社
宮
」、
左
側
面
に
「
鹿し

か

狩が
り

御ご

用よ
う

宰さ
い

領り
ょ
う

人
足
」、
右
側

面
に
「
寛
政
七
年
三
月
」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
鹿
狩
御
用
」
と

奉
納
年
と
の
関
わ
り
を
調
べ

て
み
ま
し
た
。

　

１
７
９
５
（
寛
政
７
）
年

３
月
は
第
11
代
将
軍
・
徳
川

家い
え

斉な
り

が
現
在
の
松
戸
市
に
あ

っ
た
小こ

金が
ね

ヶが

原は
ら

で
鹿
狩
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

武
蔵
・
常
陸
・
上
総
・
下
総

の
４
カ
国
15
郡
５
０
９
カ
村

か
ら
、
７
万
３
０
０
０
人
の

農
民
が
動
員
さ
れ
た
と
い
い

ま
す
。
吉
田
村
は
当
時
香
取

郡
（
昭
和
23
年
匝
瑳
郡
に
編

匝瑳探訪
170

入
）
に
属
し
た
た
め
人
足
を

出
し
、
そ
の
こ
と
で
「
宰
領

人
足
」
と
刻
ま
れ
た
の
で
し

ょ
う
。

　

灯
籠
の
台
の
部
分
に
は
す

り
減
っ
て
読
み
に
く
く
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
数
10
人
に

及
ぶ
農
民
の
名
が
刻
ま
れ
て

い
て
、
お
そ
ら
く
動
員
さ
れ

た
人
た
ち
な
の
で
し
ょ
う
。

　

左
側
の
灯
籠
は
１
７
６
５

（
明
和
２
）
年
吉
田
村
氏
子

が
奉
納
し
、
も
と
は
一
対
そ

ろ
っ
て
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
失
わ
れ
た
た
め
、
鹿

狩
り
に
動
員
さ
れ
た
農
民
た

ち
が
無
事
役
目
を
終
え
帰
れ

る
よ
う
熊
野
神
社
に
祈
願
し
、

願
い
が
か
な
っ
た
の
で
他
の

氏
子
ら
と
奉
納
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
の
寺
院
や
神
社
に
多

く
の
石
灯
籠
が
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
う

し
て
奉
納
目
的
が

知
ら
れ
る
例
は
極

め
て
ま
れ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

（
市
文
化
財
審
議

会
委
員
・
依
知
川

雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広

聴
班
☎
73
・
０
０

８
０

「
こ
れ
ま
で
の
日
常
へ
」

は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
開
幕
で

あ
り
、
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず

全
国
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

無
観
客
と
は
い
え
、
プ
ロ

野
球
や
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
の

試
合
を
久
し
ぶ
り
に
テ
レ
ビ

観
戦
し
、
ス
リ
リ
ン
グ
で
面

白
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
。

サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
相
撲
な
ど
も
順
次
開

催
さ
れ
、
世
の
中
も
明
る
く
、

躍
動
感
に
満
ち
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

各
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
の
解

禁
に
よ
り
、
私
も
趣
味
の
剣

道
で
久
々
に
心
地
良
い
汗
を

流
し
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ

種
目
の
中
で
、
一
番
飛ひ

沫ま
つ

が

飛
ぶ
の
が
剣
道
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
自
分
の
体
調
管
理

と
、
感
染
防
止
策
の
さ
ら
な

る
重
要
性
を
再
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

　

自
粛
や
規
制
が
解
除
さ
れ

た
と
は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
終
息
し
て

　

毎
年
こ
の
時
期

は
、
各
町
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
か
ら
流
れ
て

く
る
祭
り
ば
や
し

の
笛
、
太
鼓
の
音

色
に
心
を
躍
ら
せ

て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
本
市
最

大
の
観
光
行
事
で

あ
り
、
私
も
毎
年

参
加
し
て
お
り
ま

し
た
八
重
垣
神
社

祇
園
祭
の
神
輿
連
合
渡
御
が

中
止
と
な
り
、
寂
し
い
夏
を

迎
え
る
こ
と
は
非
常
に
残
念

で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
３
カ
月
余
り
に

及
ぶ
国
民
の
自
粛
要
請
順
守

に
よ
り
、
先
月
19
日
に
都
道

府
県
を
ま
た
ぐ
移
動
が
解
禁

と
な
り
、
県
の
休
業
要
請
も

全
面
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
社
会
経
済
の
再
生
に
向

け
始
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

心
身
の
解
放
感
を
満
た
す
の

お
り
ま
せ
ん
。
特
に
「
３
密
」

の
代
名
詞
と
も
い
え
る〝
飲
み

会
、
ス
ポ
ー
ツ
、
行
楽
、
旅
行
〞

な
ど
は
楽
し
み
も
大
き
い
だ

け
に
油
断
す
る
こ
と
な
く
細

心
の
注
意
を
払
い
、
第
２
波
、

第
３
波
に
備
え
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
積
極
的
に
実

践
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

長
期
休
校
の
影
響
に
よ
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
、
健

康
が
大
変
心
配
さ
れ
ま
す
が
、

今
年
の
夏
休
み
は
例
年
の
半

分
程
度
で
あ
り
、
猛
暑
の
登

校
が
続
き
ま
す
。

　

昨
年
度
、
全
小
中
学
校
の

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
た
こ
と
は
一
つ
の
安
心

材
料
で
あ
り
ま
す
が
、
年
度

末
ま
で
の
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
免
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安

全
、
健
全
育
成
の
た
め
、
市

民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

No.109

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

熊
野
神
社
の
境
内
に
立
つ
石
灯
籠
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あ
て
先
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匝
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市
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課
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報
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２
１
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匝
瑳
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八
日
市
場
ハ
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３
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２

あ
て
先
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市
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課
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報
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聴
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〒
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８
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―
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１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
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３
番
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１
１
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力
作
募
集
中

図書館だより

　第66回青少年読書感想文全国コン
クールの課題図書は、八日市場図書
館・のさか図書館それぞれで、各１
冊ずつ所蔵しています。
　貸し出しは、子ども１人に付き１
冊、期間は１週間です。予約は窓口
と電話にて、取り置きは２日間です
（子ども名義の図書館カードでのみ
貸し出し・予約受け付け）。まだカー
ドをお持ちでないお子さんは、カー
ドを作りませんか。その際、健康保
険被保険者証などの身分証明書が必
要になります（受付時間は17時まで）。

課題図書について

　八日市場図書館は、1925年（大正
14年）７月１日に設置、現在の建物
は1999年（平成11年）２月６日に開
館しました。蔵書冊数は約27万5000
冊です。
　のさか図書館は、2009年（平成21
年）11月25日に開館しました。蔵書
冊数は約３万5000冊です。

　「おはなし会」は当面の間お休み
します。再開は、図書館ホームペー
ジなどでお知らせします。

知っているようで知らない図書館

おはなし会はお休みします

●休館日……２日（木）・毎週月曜日　●祝日開館日…23日（木）・24日（金） 
 問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館ホームページはコチラ
https://www.library.sosa.chiba.jp

本本おすすめのおすすめの

『11番目の取引』
アリッサ・ホリングスワース／作

もりうちすみこ／訳　鈴木出版

　サミは心のよりどころだった伝統
楽器ルバーブを奪われました。取り
戻すため、友達の助けを借りて物々
交換を始めますが…。サミはルバー
ブを取り戻せるのでしょうか。

『飛ぶための百歩』
ジュゼッペ・フェスタ／作

杉本あり／訳　岩崎書店

　中学を卒業したばかりの盲目の少
年は、周りの目が気になり素直にな
れません。そんな中、無口な少女と
出会い、大切な何かに気付きながら
成長していきます。

俳
　

句 

髙
安 

せ
い
子 

推
薦

日
光
黄
菅
咲
け
ば
走
る
や
寒
立
馬 

大
川　

宜
子

遠
き
日
の
母
の
土
産
の
は
ま
な
す
咲
く 

椿　
　

和
枝

と
ほ
り
過
ぐ
風
に
色
あ
り
杜
若 

椎
名　

晴
江

続
く
屋
号
土
間
広
々
と
燕
の
子 

岩
井　

や
す

桐
の
花
コ
ロ
ナ
の
脅
威
静
ま
ら
ず 

光
瀨
甲
江
子

総
門
を
包
む
新
緑
続
く
道　

 

安
藤　

建
子

夏
の
草
主
役
の
ご
と
く
の
さ
ば
り
て 

佐
々
木
之
子

 

川
口 

城
司 

推
薦

誰
よ
り
も
庭
木
よ
ろ
こ
ぶ
梅
雨
が
く
る 

野
仲　

妙
子

コ
ロ
ナ
禍
や
五
月
の
風
の
い
や
光
る 

石
田　
　

健

川
　

柳 

勝
又 

康
之 

推
薦

九
十
九
里
海
は
五
輪
の
サ
ー
フ
ィ
ン 

佐
久
間
美
智
子

海
に
撒
く
其
れ
相
応
の
家
族
葬 

江
波
戸
京
子

海
の
日
を
山
家
で
祝
い
初
鰹 

椿　
　

謹
二

潮
干
狩
り
空
の
バ
ケ
ツ
が
泣
い
て
い
る 

鵜
澤　

澄
子

孫
達
は
海
へ
入
ら
ず
砂
遊
び 

常
世
田
や
す
子

さ
く
ら
貝
乙
女
心
で
持
ち
帰
る 
岡
田
け
い
子

広
い
海
遠
い
国
へ
と
夢
馳
せ
る 

安
藤　

幸
恵

 

川
口 

城
司 

推
薦

新
コ
ロ
ナ
英
知
で
守
れ
我
が
命 

春
日　

政
彦

短
　

歌 

依
知
川 

雅
一 

推
薦

コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活
長
く
な
り

　
「
不
要
不
急
」は
豊
か
さ
と
知
る 

加
藤
え
り
子

立
夏
入
り
菖
蒲
を
切
り
て
結
び
目
に

　

邪
気
流
し
た
く
湯
舟
に
浮
か
す 

高
橋
百
合
子

楊
貴
妃
と
い
う
名
の
目め

高だ
か

赤
き
肌

　

動
き
の
鋭
さ
稲
妻
の
ご
と 
大
木　

洋
一

雨
蛙
鳴
い
て
も
雨
の
兆
し
な
く

　

植
木
に
水
や
り
ひ
と
日
は
終
る 

宇
野
と
し
子

ウ
ィ
ル
ス
に
児
童
公
園
静
か
な
り

　

白
詰
草
の
小
花
誇
ら
し 

鈴
木　

和
子

給
付
金
待
ち
遠
し
く
も
気
は
痛
む

　

影
の
功
労
感
謝
の
心 

小
川　

一
夫

清
ら
か
な
鶯
の
声
聴
き
な
が
ら

　

杖
つ
き
歩
む「
ち
い
ち
い
の
森
」 

鈴
木　

志
子

 

川
口 

城
司 

推
薦

季
な
ら
ず
の
夏
日
つ
づ
き
て
茂
り
た
る

　

虫
捕
り
撫
子
咲
き
盛
る
な
り 

小
川　

知
至

コ
ロ
ナ
禍
に
世
界
は
混
乱
さ
に
あ
ら
ず

　

つ
つ
じ
コ
デ
マ
リ
淡
々
と
咲
く 

伊
橋　

良
子

終
活
の
始
め
と
電
話
呉
れ
た
る
は

　

音
信
不
通
十
年
の
人 

石
田　
　

治

文
芸
コ
ー
ナ
ー
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